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選
撃
人
名
簿
の
縦
覧

　
　
　
　
　
　
　
も
れ
て
は
大
変
確
め
て
下
さ

間
日
…
毎
年
九
月
＋
五
日
現
在
で
つ
く
り
ま
す
基
本
選
挙
人
名

　
　
伯
｝
簿
が
近
く
完
成
し
ま
す
。

　
　
　
、
　
㎜
　
こ
の
基
本
選
挙
人
名
簿
を
、
き
た
る
十
一
月
五
日
か
ら

　
　
　
　
ハ

　
　
月
㎜
＋
九
日
ま
で
皆
さ
ん
方
の
縦
覧
に
供
し
ま
す
。

期
1
1
㎜
名
簿
の
確
定
期
日
は
＋
二
月
二
＋
日
を
も
ぞ
確
定
し

ま
す
。
こ
れ
か
ら
向
う
一
年
間
に
行
わ
れ
る
各
種
の
選
挙
に
用
い
ら
れ
る

も
の
で
す
。

　
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
間
違
い
の

な
い
よ
う
に
注
意
し
て
い
る
の
で
す

が
、
な
お
正
確
を
期
す
る
た
め
に
賀

さ
ん
に
見
て
い
た
だ
き
、
よ
く
確
め

て
い
た
だ
こ
う
と
す
る
の
が
名
簿
縦

覧
な
の
で
す
。

　
ぜ
ひ
あ
な
た
の
お
名
前
が
間
違
い

な
く
登
載
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、

よ
く
確
か
め
ら
れ
る
よ
う
お
英
め
い

た
し
ま
す
。

◎
縦
覧
の
場
所

　
市
役
所
お
よ
び
各
出
張
所
で
備
え

つ
け
て
お
き
ま
す
。

◎
縦
覧
の
期
間

来
る
十
一
月
五
日
か
ら
十
九
日
ま

　
で
の
十
五
日
間
で
す
。
士
曜
日
、

　
日
曜
日
嘔
、
も
、
毎
日
午
前
八
時
半

　
か
ら
午
後
五
時
ま
で
縦
覧
で
き
ま

》、

す
。

◎
登
録
の
資
格

　
こ
の
選
挙
人
名
簿
に
の
る
方
は
、

　
十
二
月
二
十
日
現
在
で
満
二
十
才

者
（
昭
和
十
二
年
十

　
二
月
二
十
一
日
以
前
に
生
れ
た
も

　
の
）
で
、
九
月
十
五
日
現
在
で
三

ヵ．

月
以
上
（
今
年
の
六
月
士
ハ
日

　
以
前
か
ら
）
本
市
に
引
続
い
て
住

　
所
を
も
た
れ
た
者
で
す
。

一
◎
異
議
の
申
立

　
前
に
か
＼
げ
た
資
格
を
も
た
れ
る

～
§
ミ
ミ
、

素
晴
し
い
”

ス
ク
ー
ル
バ
ス
購
入

　
去
る
九
月
十
八
日
ス
ク
ー
ル
バ
ス

が
到
着
し
ま
し
た
。
ク
リ
ー
ム
と
淡

グ
リ
ー
ン
色
の
ソ
フ
ト
調
に
美
し
く

い
ろ
ど
ら
れ
た
ス
マ
喜
ト
な
バ
ス
で

す
。
購
入
金
額
は
二
百
万
円
、
車
名

ニ
ッ
サ
ン
E
五
九
一
・
五
七
年
型
、

長
さ
八
・
二
六
米
巾
二
・
四
七
米
高

さ
二
・
九
四
米
、
最
大
積
載
爾
座
席

方
は
、
す
べ
て
名
簿
に
の
る
の
で

す
が
、
も
し
間
違
っ
て
い
た
り
或

は
密
き
落
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は

そ
の
場
で
係
員
に
申
立
て
を
し
て

下
さ
い
。
選
挙
管
理
委
員
会
で
は

そ
の
申
立
て
が
正
当
で
あ
れ
ば
名

簿
を
訂
正
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。

「
す
ぎ
の
は
だ
に
」

｝
防
除
補
助
三
割

一
本
年
度
五
月
頃
よ
り
八
月
頃
ま
で

［
に
蔑
叢
．
た
「
ダ
ニ
」
も
、
県

一
当
局
に
陳
情
な
ど
努
力
が
結
実
し
て

「本
年
度
こ
れ
が
防
除
に
使
用
さ
れ
た

廓
業
費
に
対
し
三
割
の
助
成
が
決
定

し
ま
し
に
。
今
後
も
之
が
防
除
に
つ

い
て
は
法
定
害
虫
の
指
定
を
受
け
て

全
額
閏
陣
助
成
を
受
け
る
べ
く
各
機

関
を
通
じ
、
県
当
局
よ
り
強
力
に
運

動
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

こ

と
し
の
学
稜
建
築

　
校
舎
の
整
備
状
況
は
財
政
の
都
合

で
、
ま
だ
完
全
と
は
い
え
な
い
が
、

合
併
以
来
年
女
二
、
三
校
づ
つ
重
点

的
に
増
改
築
或
は
新
築
を
行
っ
て
き

て
お
り
、
教
育
行
政
の
充
実
に
努
め

て
お
り
ま
す
。
本
年
度
は
次
の
よ
う

三
十
一
人
補
助
席
六
人
、
粟
務
員
二

人
、
計
五
七
人
乗
り
。

　
こ
の
市
営
ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
新
市

建
設
計
画
で
川
治
中
学
か
ら
六
キ
ロ
も

離
れ
た
同
校
八
箇
分
校
が
本
校
舎
の

増
築
が
完
成
し
て
明
春
統
合
さ
れ
る

予
定
で
、
分
校
牛
、
徒
五
十
二
人
を
本

校
に
毎
日
運
ぶ
計
画
の
も
の
で
す
。

な
建
築
を
翼
施
し
て
お
り
ま
す
。

◇
＋
日
町
中
学
校

　
総
工
費
四
百
八
十
九
万
円
の
予
定

で
、
図
書
舘
五
八
坪
、
教
室
百
六
坪

す
で
に
図
書
舘
は
竣
工
し
ま
し
た
。

教
室
も
十
一
月
二
十
日
に
は
完
成
す

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
特
に

図
書
舘
は
独
豆
棟
と
し
て
、
明
る
い

美
し
い
独
豆
図
害
舘
で
、
ス
ク
リ
ー

ン
を
は
じ
め
映
写
室
、
資
料
室
も
完

備
さ
れ
て
お
り
、
郡
市
内
は
も
と
よ

り
県
内
で
も
珍
ら
し
い
建
物
で
す
。

秋
も
た
け
な
わ
と
な
り
、
読
書
の
シ

ー
ズ
ン
に
入
り
、
学
校
で
は
生
涯
の

読
書
沽
動
の
向
上
に
努
め
る
と
共
に

今
後
内
容
の
充
実

に
一
層
の
努
力
を

は
ら
う
と
い
う
て

お
り
ま
す
。

◇
川
治
中
学
校

昨
年
北
新
田
に

百
六
十
七
坪
、
六

教
室
を
新
築
し
、

本
年
度
は
管
理
堅

百
二
十
二
坪
、
教

室
六
十
四
坪
、
便

所
、
昇
降
口
六
十

三
坪
等
、
附
帯
工

事
を
含
め
て
総
工

費
七
百
万
円
位
の

予
定
で
着
工
に
入
っ
て
お
り
ま
す
．

竣
工
は
十
一
月
二
十
日
の
見
込
み
で

以
後
牛
徒
は
こ
の
新
設
校
舎
に
お
い

て
学
習
す
る
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。

【
写
真
説
嬰

　
＋
日
町
中
学
校

　
　
独
立
図
書
舘

商
店
の
照
明
指
導
会

．
配
酸
変
種
　
別

一
昨
年
指
導
会
を
開
催

し
非
常
な
好
評
と
成
果
・

を
え
ま
し
た
が
、
日
進
皿

月
歩
の
店
頭
照
明
技
術
．

に
は
各
商
店
も
研
究
し

て
お
ら
れ
る
様
で
す
。

今
般
十
日
町
市
役
所
及

び
商
工
会
、
東
北
電
力

法
を
採
用
な
さ
れ
、
く
ま
な
く
植
林

に
よ
り
国
家
百
年
の
大
計
に
更
に
乙

協
力
下
さ
る
よ
う
お
奨
め
い
た
し
ま

す
。
　
階
段
の
巾
は
一
・
五
米
位
が
適
度

で
階
段
と
階
段
と
の
巨
離
間
隔
は
斜

面
の
角
度
に
よ
っ
て
異
り
ま
す
が
、

普
通
＋
米
か
ら
二
十
米
程
度
が
よ
い

よ
う
で
す
。

　
階
段
造
林
を
な
さ
れ
る
方
は
技
．
術

及
び
助
成
な
ど
経
済
課
で
ご
指
導
ご

相
談
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

十
日
町
営
業
所
共
催
で
商
業
振
興
の

一
助
ε
し
て
再
び
照
明
指
導
会
を
開

催
い
た
す
事
に
な
り
ま
し
た
。
店
内

の
改
豊
麦
は
新
設
な
さ
る
方
は
も
ち

論
、
店
頭
照
明
に
熱
心
な
方
々
の
ご

参
集
を
望
み
ま
す
。

▽
日
時
及
演
題

十
月
二
十
二
日
午
後
一
時
よ
り
四
時

ま
で
「
照
明
計
画
ち
改
善
に
囎
つ
い

て
」
午
後
六
時
よ
り
十
時
ま
で
「
照

明
臨
店
直
接
実
地
指
導
」
参
加
店
五

店
選
定

▽
会
場
正
念
寺

▽
講
師
　
松
下
電
気
照
明
技
師

　
　
　
　
　
　
　
　
成
定
康
平

下
組
林
道
改
修

　
下
条
地
区
下
組
鶴
ヵ
峰
に
、
水
口

よ
り
塩
野
に
い
た
る
林
道
が
縦
走
し

て
い
る
。
こ
の
鶴
ヵ
峰
林
道
は
附
近

　
一
帯
、
約
七
十
町
歩
に
及
ぶ
林
間
を

縫
っ
て
開
設
さ
れ
て
い
る
が
、
急
峻

な
坂
道
が
多
く
林
産
物
の
搬
出
に
又

山
畑
へ
の
通
行
に
も
車
馬
の
利
用
に

困
難
を
き
た
し
て
い
る
の
で
、
こ
の

ほ
ど
特
に
不
良
な
箇
所
を
さ
け
て
道

路
改
修
が
五
百
米
施
工
さ
れ
、
巾
員

も
三
米
と
い
う
立
派
な
林
道
に
改
修

・
さ
れ
た
。
今
後
ま
だ
一
箇
所
不
艮
の

と
こ
ろ
が
あ
り
、
完
成
す
れ
ば
年
女

産
出
さ
れ
る
用
材
七
百
石
薪
炭
材
四

百
九
十
石
の
搬
出
は
容
易
と
な
る
の

醸、、1彦解

階
段
造
林

急
峻
地
の
植
林
方
法

戦
前
の
乱
伐
に
ょ
り
荒
廃
し
た
山

林
も
戦
後
の
植
林
政
策
の
推
進
に
よ

り
乱
伐
防
止
と
造
林
助
成
対
策
の
充

実
に
よ
り
、
昭
和
二
十
一
年
以
来
植

林
が
な
さ
れ
、
山
々
は
む
か
し
の
姿

に
か
え
り
つ
＼
あ
り
ま
す
。

　
一
時
は
こ
の
ま
、
放
任
さ
れ
た
な

ら
ば
僅
か
三
十
年
で
日
本
の
山
女
は

丸
坊
主
と
化
す
と
い
わ
れ
る
ま
で
衰

退
い
た
し
ま
し
た
。
し
か
し
皆
さ
ん

の
努
力
に
よ
り
一
般
造
林
地
は
ほ
と

ん
ど
植
栽
さ
れ
る
に
い
た
り
、
残
っ

て
い
る
所
は
急
シ
ュ
ン
な
斜
面
ば
か

り
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
所
に
は
勇
崩
の
被
害
が

多
く
降
雪
状
況
の
よ
い
年
が
数
年
も

連
続
し
な
い
》
成
功
は
お
ぽ
つ
か
な

い
の
が
現
況
で
し
た
。

し
か
し
階
段
造
林
先
進
地
石
川
県
石

川
郡
白
峰
村
桑
島
で
は
三
十
年
も
前

よ
り
研
究
し
そ
の
結
果
四
五
度
の
傾

斜
面
で
も
植
栽
が
な
さ
れ
成
果
を
お

さ
め
て
お
り
ま
す
。

　
魚
沼
地
帯
は
こ
の
桑
島
と
還
境
を

同
じ
く
し
、
こ
の
急
シ
ュ
ン
地
が
多

く
国
の
対
策
も
高
額
の
助
成
が
な
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
階
段
造
林
方

で
、
関
係
部
落
で
は
非
常
に
よ
ろ
こ

ん
で
い
る
。
今
回
の
改
修
事
業
費
は

四
十
万
円
市
は
三
割
の
補
助
を
行
っ

て
い
る
。嘉
勝
橋
完
成

　
中
条
地
区
山
間
部
落
の
嘉
勝
は
、

飛
渡
川
を
跨
い
で
県
道
に
で
な
け
れ

ば
何
処
へ
も
ゆ
け
な
い
。
そ
こ
で
こ

の
架
橋
が
唯
一
の
交
通
機
関
で
あ
り

生
命
線
で
も
あ
っ
た
。

　
し
た
が
っ
て
部
落
民
の
願
い
は
こ

の
橋
の
永
久
橋
で
交
通
の
安
全
が
保

持
さ
れ
る
亭
に
あ
っ
た
が
、
こ
の
た

び
幸
い
念
願
が
か
な
い
延
長
一
四
・

竣工した嘉勝橋
O
米
、
巾
三

・
六
米
の
鉄

筋
コ
ン
ク
リ

！
ト
丁
桁
橋

が
九
月
三
＋

日
完
成
し

た
。
工
費
は
八
＋

一
万
円
か
、

り
地
元
の
負

担
は
四
＋
万

狂
犬
病
予
防
注
射
日
程
（
別
表
）

肇當熱轍
　
月
日
㎜
時
　
間

十
月
十
八
日
九
≧
十
一

｝
＋
昊
旦
九
壬

十
月
廿
一
日
、
九
～
†
一

＋
月
廿
言
ギ
蓋

一
　
　
一

一
十
月
廿
二
日
九
≧
十
一

一
　
　
　
一

一
十
月
廿
三
旦
九
～
十
一

百
茎
阜
至
茜

一
　
　
　
一

　
　
　
　
麺
当
獣
医
麺
備

隅
所

　
　
　
　

金
沢

市
役
所

市
役
所
　
、
〃

下
条
出
張
所

　
　
　
　
　
岡
田

中
条
出
張
所
刀

新
水
診
療
所

　
　
　
　
　
〃

川
治
六
鐘
十
月
廿
五
コ
九
乏
十
一
㎜
川
治
出
張
所

霜
膿
所
稲

真
田
刀
学
校

　
　
　
　
　
〃

　
　
　
　
　
〃

　
　
璽

一
（
含
謹
）
．

『
　
皿

『
　
　
　
『

一
　
　
皿

一｝
　
　
㎜

｛
　
一

一
　
一

一
1
　
　
｝

犬
は
つ
な
い
で

　
　
　
　
狂
犬
病
の
予
防
注
射
を

　
犬
の
狂
犬
病
予
防
注
射
は
年
二
回

う
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
．
今
年

二
回
目
の
注
射
を
別
表
の
と
お
り
実

施
し
ま
す
か
ら
、
犬
を
か
っ
て
お
ら

れ
る
方
は
、
も
れ
な
く
愛
犬
に
予
防

注
射
を
し
て
下
さ
い
．

　
料
金
は
注
射
百
十
円
、
注
射
済
票

交
付
手
数
料
三
十
円
、
計
百
四
十
円

で
す
。
な
お
こ
の
日
始
め
て
登
録
さ

れ
る
方
は
、
畜
犬
登
録
手
数
料
三
百

円
ご
持
参
下
さ
い
。

　
　
配
給
米
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

消
費
者
に
一
番
関
係
の
深
い
配
給
や
陸
稲
、
瀦
内
地
米
を
今
ま
で
よ
り

米
が
十
月
一
日
か
ら
値
上
り
に
な
り
も
安
い
価
格
や
配
給
日
数
が
つ
ぎ
の

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
う
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
の
で
お

　
同
時
に
五
等
玄
米
か
ら
作
る
精
米
知
ら
せ
し
ま
す
。
（
価
格
は
い
す
れ

簾
一
團
簾
禦
饗

基
本
配
給
内
　
地
　
米

　
　
　
　
丙
　
地
　
米

…
希
望
配
給

　
　
　
　
陸
稲
及
五
等
玄

徳
用
米
①

　
　
　
　
米
か
ら
の
精
米

徳
用
米
②

　
　
　
　
準
内
地
米

徳
用
米
③
外

完
　
　
全

七
分
の
別

、
完
全
精
米

號
藁

右
に
同
じ

完
全
精
米

翌
分
づ
き
米

．
完
全
精
米

米

完
全
精
米

価

格
輻
雛

　
八
三
〇
円
（
一
一
合
）

八
〇
四
円
（
＝
爵
）

右
に
同
じ

罐
脚
醐
…
講
｝

上
六
三
〇
円
（
九
臼
）

並
五
八
O
円
（
八
蕎
）

＋
一
日

三
日

六
日

十
五
日

公
衆
便
所
一

　
外
来
客
に
不
便
を
あ
た
え
な
い
よ

う
に
と
、
衛
牛
課
で
は
町
内
は
じ
め

地
主
赤
沢
栄
作
氏
の
ご
理
解
と
協
力

を
得
（
巾
若
宮
町
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
横

に
．
新
た
に
二
・
七
坪
の
耐
火
構
造
の

ス
マ
ー
ト
な
公
衆
．
便
所
を
新
設
い
た

つ
ふ
え
る

し
ま
し
た
。
こ
れ
で
街
に
高
田
町
踏

切
側
と
二
つ
で
き
た
わ
け
で
す
。

　
市
の
玄
関
口
で
も
あ
り
ま
す
の
で

い
つ
も
サ
ッ
パ
リ
し
た
気
持
で
使
え

る
よ
う
、
お
互
い
に
気
を
つ
け
て
使

用
い
た
し
ま
し
ょ
う
．

スマートな公衆便所

卒
業
し
て
下
さ
い

　
　
対
面
交
通

明
治
時
代
か
ら
永
い
間
の
習
わ
し

で
あ
っ
た
左
側
通
行
が
、
新
し
く

「
対
面
交
通
」
右
側
歩
行
に
切
替
え

ら
れ
た
の
は
昭
和
二
十
四
年
十
一
月

一
日
の
こ
と
で
し
た
。

　
道
路
を
通
打
す
る
歩
打
者
は
右
側

を
、
自
動
車
、
自
転
車
、
牛
馬
車
な

ど
は
左
側
を
通
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
す
。
人
と
車
が
常
に
向
い
あ

っ
て
通
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
訳
．
喬

す
。
歩
行
者
と
車
が
向
い
あ
っ
て
通

行
す
る
こ
と
に
ょ
っ
て
、
お
互
に
相

手
方
の
接
近
や
危
険
を
早
く
察
知
し

て
、
あ
ら
か
じ
め
よ
け
る
な
り
、
ま

た
は
警
告
を
発
す
る
な
り
の
措
置
を

と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
．
理
論
的
に

も
実
際
的
に
も
対
面
交
通
は
一
番
安

全
な
方
法
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
お
り

ま
す
．

　
と
こ
ろ
が
長
い
間
の
習
慣
の
打
破

は
客
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
だ
ま

だ
左
側
歩
行
の
方
が
壮
年
、
以
上
の
方

に
見
受
け
ら
れ
ま
す
．
対
面
交
通
を

は
じ
め
て
か
ら
八
年
に
な
り
ま
す
。

こ
の
へ
ん
で
対
面
変
通
を
卒
業
し
て

交
通
秩
序
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

杉
苗
を
植
え

　
る
コ
ツ

　
十
月
に
入
る
と
植
栽
の
季
節
と
な

り
ま
す
。
当
市
で
も
毎
年
二
〇
万
本

程
度
の
杉
苗
が
植
栽
さ
れ
、
山
を
緑

に
う
す
め
て
い
ま
す
。
こ
の
杉
も
稲

刈
な
ど
の
都
合
に
よ
っ
て
十
月
末
頃

か
ら
十
一
月
中
に
植
栽
さ
れ
て
お
り

ま
す
が
、
翌
年
の
成
長
を
よ
く
し
、

植
え
い
た
み
を
少
く
す
る
に
は
九
月

二
十
日
頃
か
ら
十
月
二
十
日
頃
ま
で

が
杉
を
植
え
る
好
期
で
す
。
植
え
い

た
み
を
な
く
す
る
コ
ツ
で
あ
り
ま

す
。
こ
う
し
た
点
に
留
意
し
て
本
年

度
の
植
栽
は
一
日
も
早
く
す
る
よ
う

希
望
い
た
し
ま
す
。

　
人
事
　
異
動

　
空
席
と
な
う
た
社
会
福
祉
扇
務
所

長
と
、
水
道
課
長
の
後
任
を
き
め
る

と
と
も
に
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
事
務

能
率
化
を
は
か
る
た
め
、
三
士
ハ
名

に
及
ぶ
大
巾
の
人
事
異
動
が
九
月
二

十
四
日
発
令
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
異

動
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
社
会
福
祉
事
務
所
長

　
　
　
　
　
主
事
吉
田
才
治

▽
議
会
事
務
局
長
　
　
渡
辺
　
福
栄

▽
総
務
課
長
　
主
事
岡
田
信
郎

▽
常
備
消
防
部
次
長
兼
消
防
係
長

　
　
　
　
　
主
事
妊
野
喜
市

▽
総
務
課
庶
務
係
長

　
　
　
　
　
主
事
村
山
栄
一

▽
総
務
課
財
政
係
長

　
　
　
　
　
主
事
野
上
忠
吉

▽
水
遭
課
長
技
師
藤
田
尚
彦

▽
水
道
課
工
務
係
慶

　
　
　
　
　
技
師
岩
田
正
吾

▽
保
険
衛
生
課
長

　
　
　
　
　
主
覇
阿
部
勝
次

▽
保
険
衛
生
課
保
険
係
長

　
　
　
　
　
主
事
酒
井
清
一

▽
保
険
衛
生
課
衛
生
係
長

　
　
　
　
　
主
事
池
田
熊
蔵

▽
経
済
課
農
務
係
長

　
　
　
　
　
主
事
田
村
正
徳

▽
経
済
課
農
業
土
木
係
長

　
　
　
　
　
主
事
南
雲
幸
一

▽
嚢
委
員
会
主
事

　
　
　
　
　
主
事
越
村
己
則

▽
建
設
課
庶
務
係
長

　
　
　
　
　
主
亭
樋
熊
良
作

▽
財
務
課
徴
収
係
長

　
　
　
　
　
主
亭
池
田
士
郎

　
十
月
、
十
一
月
は
結
婚
シ
聖
ズ

ン
で
す
。
新
生
活
運
動
が
市
民
の

も
り
あ
が
る
力
に
よ
っ
て
、
合
理

的
、
実
質
的
な
結
婚
式
が
行
な
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
特
に
，
「
…
：

…
、
，
，
…
：
、
，
…

結
婚
は
…

婚
姻
届
ぎ
ず

を
布
役
…
i

所
戸
籍
に
受
理
さ
れ
て
、
は
じ
め

て
法
律
上
婚
姻
し
た
も
の
と
し
て

認
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
法
的
な
夫

婦
間
の
権
利
や
義
務
が
保
．
証
さ
れ

ま
す
．

秋
は
結
婚
シ
ー
ズ
ン

　
　
　
　
　
　
婚
姻

　
結
婚
を
し
た
ら
、
た
だ
ち
に
婚

姻
届
を
い
た
し
ま
し
よ
う
．

　
届
は
夫
婦
署
名
捺
印
と
証
人
二

人
の
署
名
捺
印
が
必
要
で
す
。
ま

た
他
而
町
村
よ
り
お
嫁
さ
ん
お
婿

　
，
，
、
，
，
…
：

…
．
，
－
，
，
，
一
さ
ん
を

　
　
　
　
　
　
　
　
…
貰
っ
た

　
　
　
届
を
、
客
は

　
　
　
　
　
ー
…
…

㌧
一
月
舞

本
一
通
を
添
え
ま
す
。

　
届
出
の
用
紙
は
市
役
所
戸
籍
係

に
備
え
て
あ
り
ま
す
。
用
紙
は
無

料
で
す
．
届
の
代
書
手
数
料
は
三

〇
円
で
あ
り
ま
す
．

一26一
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本
年
度

部

給
水

　
あ
ち
こ
ち
と
道
路
を
堀
り
返
し
、

皆
さ
ん
の
交
通
に
大
変
不
便
を
か
け

て
き
ま
し
た
配
管
工
事
も
・
大
き
な

通
り
の
工
事
は
大
体
終
り
、
あ
と
昭

和
町
三
丁
目
か
ら
四
丁
目
の
通
り
と

小
学
校
に
入
る
道
だ
け
と
い
う
と
こ

ろ
ま
で
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。
小
学
校

う
ら
の
配
水
池
、
信
濃
川
原
の
ボ
ン

ブ
所
も
今
月
末
完
成
を
め
ざ
し
て
追

込
み
工
事
に
懸
命
で
す
。
ボ
ン
ブ
、

モ
ー
タ
ー
、
電
気
関
係
器
具
類
も
日

立
工
場
で
そ
の
製
作
を
急
い
で
お
り
．

ま
す
。

　
水
道
課
で
は
給
水
工
事
の
実
際
問

題
に
つ
い
て
ー
間
も
な
く
始
ま
る

申
込
み
に
対
す
る
処
理
方
法
、
或
は

各
戸
に
使
用
す
る
給
水
資
材
に
つ
い

て
、
丈
夫
で
し
か
も
負
担
が
少
な
く

て
す
む
も
の
な
ど
を
研
究
中
で
す
。

本
年
暮
ま
で
に
は
、
昭
和
町
の
最
も

水
の
悪
い
処
に
、
一
部
給
水
し
よ
う

と
張
り
切
っ
て
お
り
ま
す
。

給
水
工
事
は
市
内
に
店
舗
を
も
ち
、

試
験
に
合
格
し
た
給
水
工
事
技
術
者

の
い
る
工
事
店
が
工
事
を
行
い
ま

す
。
市
が
材
料
か
ら
工
事
完
成
ま
で

　
　
覧
ノ
㌧
ノ
㌔
1
㌔
ρ
監
喝
言
鶏
ノ
㌦
ノ
㌦
ノ
㌔
！
㌔
♂

な
め
ご
し
て

上
水
道
事
業
の
現
況

す
べ
て
検
査
し
て
、
間
違
い
の
な
い

よ
う
に
い
た
し
ま
す
。
申
込
み
は
当

分
の
間
工
事
店
を
通
じ
て
市
に
申
込

む
方
法
を
と
る
予
定
で
す
。

　
水
道
用
水
に
大
腸
菌
が
入
っ
て
い

た
と
い
う
よ
う
な
話
が
あ
り
ま
し
た

が
、
こ
れ
は
取
水
井
戸
の
工
事
と
、

ボ
ン
ブ
所
工
事
が
直
接
関
係
し
て
い

る
為
、
井
戸
内
の
掃
除
が
出
来
ず
、

工
亭
中
の
ゴ
ミ
や
ホ
コ
リ
な
ど
が
入

っ
て
、
最
も
悪
い
状
態
で
試
験
し
て

み
た
い
も
の
で
す
。
各
戸
に
給
水
す

る
ま
で
に
は
、
充
分
井
戸
の
水
を
汲

み
出
し
、
完
全
な
伏
流
水
を
．
更
に
塩

・
素
で
滅
菌
し
て
配
水
い
た
し
ま
す
。

蕪
慧
し
て
肇
髪
約

束
す
る
と
同
時
に
、
こ
の
よ
う
な
こ

と
が
絶
対
な
い
よ
う
充
分
留
意
い
た

し
ま
す
．

赤
い
朋
根
共
同
募
金

㌔
｛
＝
竃
3
監
」
。
－

昭
蜘
羅
鞭
難
重

　
ら
十
一
周
年
を
迎
え
、
赤
い
羽
根

　
募
金
の
時
期
と
な
り
ま
し
た
。
昨

　
年
度
第
十
回
募
金
に
つ
き
ま
し
て

　
は
市
民
の
皆
様
の
温
い
ご
麦
援
と

　
ご
　
カ
に
よ
り
た
　
の
　
り
ぼ
　

績
を
お
さ
め
ま
し
芝
と
を
竪

　
御
礼
申
上
げ
ま
す
。

募
金
総
金
額
三
五
九
、
一
七
一
円

▼
内
　
訳

戸別募金

　
　
三
二
九
、
三
〇
九
円

　
　
　
．
ζ
ノ
㌔
ノ
一
，
㍉
く
7
㌔
畠
－
β
も
’
も
ノ
㌔

街
頭
募
金
　
　
　
二
九
、
八
六
二
円

▼
戸
別
募
金
地
区
別
成
績

十
日
町

㌔
‘
、
一
＝
2
。
㌔
一
㌔
”
こ
3
胃
σ
も
ノ
」
ノ
㌔
ノ
■
＝
監
．
4
㌦
．
こ
－
9
、
喩
一
9
■
『
．
！
鴨
．
4
㌦
ノ
㌦
ノ
㌔
ご
、
一
㌦
ρ
亀
噂
’
亀
層
’
亀
y
㌧
ノ
』
。
｝

1　　　竣工した職業補導所　　　強巽惹下吉六川中

藩醗灘購灘昌籔1灘、灘罐鞭田一条
、万円県費330万円）で新庁舎の一階は所長室兼応接室，会議室。亭務室．く納三に　四三一四六
｝機械染色両試薩，二階は普通二教室と合同縫兼講堂とな・ている。廻天稗qノ、q冥共
多染織講習所といわれた時代からこ、で技術を身につけた人達が現在の＋毫』】δ　　δ茜五垂美

ン日町織物を背負っている。これら先輩の後をおつて今後も技術者が産業一三〇　　　〇三六五六
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　夷、O　　円円円円円　の第一線に生み出されて行く。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　円円

一
二
五
、
四
〇
九
円

六
九
、
七
六
六
円

四
五
、
五
三
五
円

　
一
〇
、
一
五
六
円

三
八
、
三
四
三
円

四
〇
、
一
〇
〇
円

日
本
水
難
救
済
会
に
納
入

　
　
　
　
　
　
　
八
、
O
O
O
円

郡
市
保
護
司
会
に
納
付

　
　
　
　
　
　
二
九
、
O
O
O
円

市
社
協
に
納
付
　
　
三
、
〇
三
二
円

▼
な
お
県
に
納
入
し
た
三
一
八
、
O

O
O
円
の
う
ち
ょ
り
当
市
に
配
分
さ

れ
た
額
は
左
の
通
り
で
あ
り
ま
す
。

市
社
協
会
事
業
振
興
交
付
金

　
　
　
　
　
　
一
六
五
、
三
六
〇
円

市
保
護
世
帯
年
末
慰
問
金

　
　
　
　
　
　
二
二
、
O
O
O
円

市
季
節
保
育
所
助
成
金

　
　
　
　
　
　
　
四
、
七
〇
〇
円

　
合
計
　
　
一
九
二
、
〇
六
〇
円

▼
他
に
三
十
二
年
お
年
玉
年
賀
葉
書

の
寄
附
金
の
配
分
が
中
魚
沼
養
老
院

に
一
、
〇
六
〇
、
O
O
O
円
交
附
さ

れ
て
い
ま
す
。

▼
本
年
度
目
標
額
と
内
訳

本
年
度
の
市
目
標
額
内
訳
は
左
記
の

通
り
廼
あ
り
、
各
地
区
毎
に
嘱
託
員

会
議
を
開
い
て
ご
依
頼
を
申
上
げ
て

お
り
ま
す
。
な
お
一
層
ご
協
力
下
さ

い
ま
す
よ
う
切
に
お
願
い
申
上
げ
ま

す
。▼
目
標
緕
　
四
一
七
、
O
O
O
円

　
赤
い
羽
根
三
一
七
、
O
O
O
円

　
社
会
を
朋
る
く
す
る
運
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
・
肥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
工

　
　
　
　
　
　
　
　
棘
．
．
㎜
道

贈
　
　
難

　
　
　
　
移
の
配
水
管
と
二
本

　
　
　
，
…
入
っ
て
沿
る
。

韓
・
・
．
”
㊤
小
学
校
裏
の
配
水

　露庭水八方六た漏七！間に計十米米てさo分し工
㍉鎌蔑百叡弊ち蒲鏡
八　水し域こ三百米深のてが場
二　量てのれ千七’さ池おあ、
O　　で、全は六十横四のりっ真
円　　す八家給百豆十米大まて中

保
育
所
、
遊
園
地

　
　
　
　
　
　
二
六
、
一
八
O
円

▼
目
標
額
の
基
準

世
帯
平
均
　
　
　
　
五
六
円
五
〇
銭

人
口
平
均
　
　
　
　
九
円
七
〇
銭

▼
地
区
別
目
標
額

十
日
町

下吉六川中
条田箇治条

一
七
四
、
O
O
O
円

八
七
、
二
〇
〇
円

五
五
、
八
五
〇
円

　
一
一
、
八
三
〇
円

四
六
、
三
〇
〇
円

四
一
、
八
二
〇
円

一
イ
で
す
。
主
催
者
側
（
郡
市
社
会
教

育
振
興
会
ー
会
長
山
内
正
豊
氏
）

か
ら
多
数
の
出
席
が
望
ま
れ
て
い
ま

す
。
　
最
初
は
八
分
科
会
に
分
れ
て
、
発

表
、
話
し
あ
い
が
行
わ
れ
、
次
い
で

藤
巻
幸
造
氏
（
長
野
県
教
育
委
員
ー

1
変
渉
中
）
の
「
農
村
社
会
の
問
題

と
社
、
俵
教
育
に
つ
い
て
」
の
講
演
が

あ
り
ま
す
。
分
科
会
は
次
の
と
お
り

で
あ
り
ま
す
。

1
、
部
落
に
お
け
る
青
年
活
動
は
ど

　
う
あ
る
べ
き
か
。

郡
市
社
会
教

育
大
会

　
　
　
多
数
の
出
席
を
墓
る

　
例
年
盛
大
に
実
施
さ
れ
て
き
た
郡

市
社
会
教
育
大
会
が
、
来
る
十
月
二

十
七
日
午
前
九
時
か
ら
川
西
町
千
手

小
学
校
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、
郡
市
内
の

教
育
委
員
会
、
公
民
舘
や
青
年
団
、

婦
人
会
、
青
年
学
級
お
よ
び
そ
の
他

の
柱
会
教
育
関
係
の
人
た
ち
が
、
一

堂
に
集
ま
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に

お
け
る
悩
み
や
、
み
ん
な
に
共
通
す

る
問
題
な
ど
を
出
し
あ
っ
て
、
お
互

い
に
考
え
よ
う
と
す
る
こ
と
が
ネ
ラ

2
、
出
稼
ぎ
と
青
年
の
間
題
。

3
、
婦
人
の
部
落
活
動
を
如
何
に
し

た
ら
よ
い
か
。

4
、
家
族
の
話
し
あ
い
を
ど
の
よ
う

　
に
育
て
た
ら
よ
い
か
。

5
、
若
い
（
婦
人
会
）
会
員
の
参
加

を
得
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か

6
、
P
T
A
の
運
営
は
ど
う
あ
る
べ

き
か
。

7
、
新
生
活
運
動
は
何
か
ら
始
め
た

ら
よ
い
か
．

8
、
青
少
年
教
育
は
こ
れ
で
よ
い
か

赤
ち
ゃ
ん
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　
地
区
の
予
選
は
ヒ
ま
る

母
子
衛
生
行
政
の
一
つ
と
し
て
、
県

市
町
村
、
新
潟
日
報
社
が
主
催
で
赤

ち
ゃ
ん
コ
ン
ク
ー
ル
が
年
二
回
行
わ

れ
て
お
り
ま
す
。
秋
の
コ
ン
ク
ー
ル

も
間
近
に
迫
り
十
月
九
日
市
役
所
に

お
い
て
第
一
次
審
査
が
あ
り
ま
し
た

　
こ
の
結
果
来
る
十
月
二
十
九
日
保

健
所
で
行
わ
れ
る
第
二
審
査
に
十
五

名
の
赤
ち
ゃ
ん
が
出
る
こ
と
に
決
り

ま
し
た
。

　
第
二
審
査
で
は
郡
市
で
男
女
五
名

の
優
良
児
が
選
ば
れ
ま
す
。
市
内
の

優
良
赤
ち
ゃ
ん
の
う
ち
高
山
第
一
の

頁
霜
治
ち
ゃ
ん
は
生
後
八
ヵ
月
人
工

栄
養
児
身
長
七
〇
、
一
移
、
体
重
一

〇
、
一
キ
ロ
、
胸
囲
四
八
、
O
移
で

お
母
さ
ん
は
育
児
に
つ
い
て
特
に
一

番
大
切
な
離
乳
期
に
つ
い
て
①
六
ヵ

月
頃
か
ら
薄
い
味
そ
汁
を
少
し
づ
、

与
え
た
②
離
乳
準
備
期
が
夏
期
廷
あ

っ
た
が
先
生
の
指
導
を
受
け
ビ
タ
ミ

ン
剤
を
与
え
た
②
お
も
湯
（
ベ
ビ
ー

ミ
ル
）
か
ら
つ
ぶ
し
が
ゆ
、
お
じ
ゃ

と
順
序
よ
く
や
う
て
来
た
④
叉
日
光

浴
と
と
り
わ
け
赤
ち
ゃ
ん
体
操
は
朝

，
う
た
ま
つ
り
厚

榊
㎜
一
灘
織

．
℃
”
う
た
ま
つ
り
ρ
が
ひ
ら
か
れ
ま

す
。

　
内
容
け
歌
唱
指
導
と
放
送
の
実
演

お
よ
び
　
だ
な
ど
が
ヲ
　
さ
れ
て
い

講
馨
鑛
探

一
お
り
ま
す
。

夕
毎
日
励
行
し
た
、
と
語
ら
れ
た
。

　
な
お
第
一
審
査
に
こ
ら
れ
な
く
て

審
査
を
受
け
な
か
っ
た
赤
ち
ゃ
ん
で

審
査
を
受
け
た
い
方
は
第
二
審
査
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
飯
計
い
ま
す
か
ら

至
急
申
込
ん
で
下
さ
い
。

簡
易
保
険
で
明
る

い
く
ら
し

簡
易
保
険
新
加
入
運
動
は
十
月
三
十

一
日
ま
で
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
老
後
の
安
定
、
就
学
、
結
婚
、
生

業
な
ど
の
目
的
貯
蓄
で
す
。
各
郵
便

局
で
は
皆
さ
ん
の
「
新
加
入
」
を
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。

敗
入
は
闘
先

ず
預
金
し
て

　
日
日
…
　
＋
月
＋
七
日
は
カ

の
17
…
一
ン
ナ
メ
祭
と
し
て
五

蓄
月
…
・
穀
豊
穣
を
感
謝
す
る

貯
10
㎝
祭
り
が
行
わ
れ
て
き

た
も
の
で
す
が
、
昭
和
二
十
七
年
度

か
ら
貯
蓄
増
強
中
央
委
員
会
の
提
唱

で
、
新
た
に
「
貯
蓄
の
日
」
と
定
め

ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
に
は
全
国
民

が
日
本
経
済
の
現
状
を
再
認
識
し
、

消
費
の
節
約
と
貯
蓄
に
努
め
る
決
意

を
新
た
に
し
た
い
も
の
で
す
。
米
代

金
だ
け
で
も
県
で
は
三
百
億
円
、
当

市
で
約
一
億
六
千
万
円
近
く
の
金
が

手
に
入
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
お
金
は
、
汗
と
努
力
の
結
晶
で

あ
り
、
営
農
資
金
や
牛
活
資
金
と
し

て
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
大
切
な
お

金
で
す
。
く
ら
し
の
安
定
の
第
一
歩

は
上
手
な
管
理
に
あ
り
ま
す
。
こ
の

大
切
な
お
金
も
上
手
に
管
理
し
な
い

と
知
ら
な
い
間
に
使
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
米
代
金
が
入
り
ま
し
た
ら
、
ひ

と
ま
す
金
融
機
関
に
預
け
、
こ
れ
か

ら
の
生
活
に
つ
い
て
も
家
族
全
員
で

話
し
合
い
、
計
画
を
立
て
る
よ
う
に

い
た
し
ま
し
ょ
う
。

　
新
潟
県
貯
蓄
推
進
委
員
会
で
は
、

米
代
金
は
ひ
と
ま
ず
預
け
て
、
上
手

に
使
う
よ
う
に
農
家
の
人
達
に
よ
び

一
か
け
て
い
ま
す
。

変
り
易
い
秋
の
室

　
　
　
　
こ
れ
か
ら
の
行
楽
と
天
気

　
秋
は
行
楽
シ
；
ズ
ン
で
す
．

山
野
に
山
栗
が
実
り
、
キ
ノ
コ
類
が

顔
を
出
す
か
ら
、
こ
の
頃
の
ハ
イ
キ

ン
グ
は
栗
拾
い
や
キ
ノ
コ
狩
を
兼
ね

て
出
か
け
る
の
に
よ
い
．
と
こ
ろ
が

昔
か
ら
い
う
よ
う
に
、
秋
の
天
候
は

変
り
や
す
い
も
の
で
す
。
特
に
秋
山

は
前
線
や
低
気
圧
の
影
響
で
、
一
度

天
気
が
く
ず
れ
る
と
濃
い
霧
が
た
れ

込
め
た
り
、
気
温
が
急
に
下
っ
て
冷

い
雨
が
降
っ
た
り
す
る
。
従
っ
て
山

登
り
の
際
に
は
、
地
元
の
天
気
予
報

に
十
分
注
意
し
、
そ
れ
相
当
の
用
意

を
し
て
出
か
け
る
こ
と
で
す
。

　
ま
た
秋
晴
れ
に
は
、
十
月
頃
で
も

日
中
は
気
温
が
二
〇
度
以
上
・
そ
れ

が
夜
に
な
る
と
一
五
度
以
下
に
降
る

の
が
普
通
で
、
つ
い
油
断
す
る
と
か

ぜ
を
ひ
き
や
す
い
。
と
く
に
山
に
出

か
け
る
人
は
、
高
さ
一
〇
〇
米
登
る

δ
と
に
気
温
が
O
・
五
度
前
後
低
く

な
り
、
一
、
O
O
O
米
位
の
山
で
は

五
ー
六
度
悦
低
い
こ
と
を
承
知
し
、

余
分
の
下
着
や
セ
ー
タ
ー
あ
る
い
は

雨
具
な
ど
を
用
意
し
て
い
く
こ
と
も

大
切
で
す
。
ま
た
日
帰
り
コ
ー
ス
は

日
が
く
れ
る
の
が
早
い
か
ら
、
朝
阜

く
出
か
け
て
、
夕
方
早
く
帰
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
．

狩
猟
解
禁

　
　
　
　
十
一
月
一
日

狩
猟
の
解
禁
は
例
年
通
り
十
一
月
一

日
か
ら
で
す
。
し
か
し
解
禁
に
な

っ
て
も
、
国
土
保
全
の
た
め
森
林
に

す
む
有
益
獣
に
つ
い
て
は
、
保
護
す

鎌
麺
旛
鍵
　
　
鎌
紹
講
　
籔
講

り
ま
す
。
ま
た
捕
獲
用
具
、
捕
獲
数
、

量
、
方
法
場
所
等
に
も
い
ろ
く
の

制
限
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
狩
猟
塚
は

察
署
に
連
絡
す
れ
ば
、
詳
細
に
お
知

ら
せ
下
さ
い
ま
す
。

．
ハ
ケ

ツ
一
杯
の
水
の
力

忘
れ
て
な
ら
な
い
火
の
用
心

　
去
年
一
ヵ
年
に
十
日
町
市
で
お
き

た
火
事
は
十
五
件
あ
り
ま
し
た
が
、

そ
の
大
部
分
は
市
民
の
初
期
消
火
で

大
事
に
至
ら
す
ボ
ヤ
で
喰
い
止
め
て

い
ま
す
。

　
初
期
消
火
は
寸
秒
が
成
功
か
失
敗
胃

か
の
わ
か
れ
路
に
な
る
の
で
、
各
ご

家
庭
も
職
場
に
も
常
に
バ
ケ
ツ
に
一

杯
の
水
を
用
意
し
て
お
く
こ
と
が
大

切
な
こ
と
で
す
。

　
い
ま
燃
え
出
し
た
ば
か
り
の
時
の

バ
ケ
ッ
一
杯
の
水
は
、
十
分
後
の
消

防
自
動
車
か
ら
出
る
筒
先
の
水
に
相

当
し
ま
す
。
ま
た
バ
ケ
ツ
一
杯
の
水

で
も
多
数
集
ま
れ
ば
、
こ
の
筒
先
の

水
と
同
じ
よ
う
な
強
力
な
消
火
の
役

を
果
し
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
一
般
家
庭
で
は
バ
ケ
ッ

に
水
を
入
れ
て
お
く
と
サ
ビ
る
か
ら

と
い
っ
て
、
水
を
使
わ
な
い
時
は
ふ

せ
て
お
き
ま
す
が
、
こ
れ
で
は
「
イ

ザ
鎌
倉
」
と
い
う
時
に
困
り
ま
す
．

い
つ
で
も
バ
ケ
ツ
に
は
水
を
入
れ
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

　
火
の
用
心
の
心
を
こ
め
た
バ
ケ
ツ

一
ぱ
い
の
水
は
必
ず
あ
な
た
の
塚
庭

あ
な
た
の
職
場
を
守
る
こ
と
で
し
ょ

う
。

市
民
体
育
大
会
を

振
り
返
つ
て

市
民
体
育
大
会
も
回
を
重
ね
る
こ
と

こ
こ
に
三
回
。
快
晴
に
恵
ま
れ
て
秋

空
の
も
と
、
和
や
か
に
、
し
か
も
盛

大
に
行
わ
れ
た
。

　
各
区
の
嘱
託
員
を
始
め
、
選
手
団

の
責
任
者
、
主
将
、
琶
話
係
な
ど
の

役
員
及
ぴ
選
手
と
そ
の
ご
家
族
の
文

字
ど
お
り
全
区
一
丸
と
な
っ
て
の
大

き
な
協
力
の
賜
で
す
。
厚
く
お
礼
申

上
げ
ま
す
。

　
来
年
も
こ
の
大
会
が
よ
り
多
く
の

市
民
か
ら
参
加
し
て
い
だ
く
た
め
、

本
大
会
の
あ
と
を
ふ
り
返
っ
て
、
こ

れ
か
ら
の
大
会
に
役
立
て
た
い
と
思

い
ま
す
。

一
、
大
会
の
前
の
こ
と
で
は

謬
輪
醒
墨

差
が
大
き
か
っ
た
。
参
加
態
勢
の
揃

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
た
て
、
よ
こ

の
連
絡
も
よ
く
区
全
体
の
ま
と
ま
り

も
申
し
分
な
い
．
こ
れ
は
総
べ
て
の

面
で
大
き
な
力
と
な
り
よ
り
よ
い
環

境
と
明
る
い
社
会
を
築
く
も
と
に
な

る
。
②
大
会
に
参
加
し
た
い
人
も
多
数
い

る
の
で
、
参
加
、
不
参
加
は
区
民
全

体
の
意
見
に
よ
り
決
め
る
よ
う
に
し

た
い
。

①
「
ス
ポ
ー
ツ
は
勝
ち
負
け
を
争
う

の
で
な
く
、
参
加
す
る
こ
と
に
意
義

が
あ
る
」
市
民
体
育
大
会
の
趣
旨
を

考
え
て
、
も
っ
と
も
っ
と
多
く
の
人

達
か
ら
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

ブ
ロ
グ
ラ
ム
を
立
て
る
。

二
、
大
会
の
運
営
の
こ
と
で
は

0
大
会
運
営
は
非
常
に
う
ま
く
な
っ

た
。
各
区
の
役
員
、
選
手
が
大
会
に

慣
れ
訓
練
さ
れ
て
来
た
為
で
あ
る
。

②
過
去
の
ど
の
大
会
よ
り
も
今
年
は

整
然
と
し
て
お
り
、
終
了
後
の
後
片

づ
け
な
ど
も
非
の
打
ち
ど
こ
ろ
が
な

か
っ
た
。

0
競
技
上
の
点
で
は
年
令
区
分
と
参

加
規
定
の
一
部
が
や
や
こ
し
か
っ
た

の
で
問
題
が
あ
っ
た
。
来
年
は
ス
ッ

キ
リ
し
た
も
の
に
改
め
た
い
等
で
あ

っ
た
。
　
　
　
（
市
体
育
協
会
）

育
課
程
を
通
じ
、
一
般
の
大
学
の
理

工
学
部
と
同
程
度
の
学
力
が
付
与
さ

必要な

防
衛
学
の
基
礎
知
識
を
修
得

す
る
と
こ
ろ
で
す
。

◆
受
験
資
格

①
志
操
健
全
、
身
体
強
健
な
男
子
の

う
ち
、
昭
和
三
十
三
年
四
月
一
日
現

任
で
満
二
十
一
才
末
満
の
者
。

②
昭
和
三
十
三
年
三
月
高
等
学
校
卒

業
見
込
の
者
及
び
そ
れ
以
前
の
卒
業

者
並
び
に
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力

が
あ
る
と
交
部
大
臣
が
認
め
た
者
。

◆
採
用
予
定
人
員

約
五
三
〇
名

◆
受
付
期
間

十
月
五
日
か
ら
十
一
月
五
日
ま
で

◆
試
験

第
一
次
試
験
十
二
月
一
日
・
二
日

第
二
次
試
験
一
月
十
日
・
十
一
日

◆
入
校

昭
和
三
十
三
年
四
月
上
旬

◆
待
遇

全
員
学
生
舎
に
居
住
し
、
被
服
、
食

事
、
教
材
等
麦
給
又
は
貸
与
、
ほ
か

に
学
生
手
当
が
麦
給
さ
れ
る
。

◆
所
在
地

神
奈
川
県
横
須
賀
市
小
原
台

◆
憲
願
手
続

志
願
票
そ
の
他
必
要
書
類
を
居
住
地

の
自
衛
隊
地
方
連
絡
部
に
送
付
す

る
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
市
役
所
総
務
課

　
に
お
間
合
せ
下
さ
い
．

・
れ
ま
す
。
将
来
部
隊
指
揮
官
と
し
て

市
勢
要
覧
襲
刊

　
　
　
げ
』
協
力
を
感
謝

　
　
　
し
ま
す

雪
と
織
物
の
街
、
十
日
町
市
の
将
来

の
発
展
を
期
し
て
、
こ
、
に
産
業
経

済
、
丈
化
の
各
分
野
に
わ
た
り
、
基

本
的
な
統
計
資
料
に
基
き
、
市
の
現

況
を
収
録
刊
行
い
た
し
ま
し
た
・
。
こ

の
三
十
二
年
版
市
勢
要
覧
「
と
お
か

ま
ち
」
に
つ
い
て
は
各
界
の
資
料
の

提
供
並
び
に
ご
寄
附
を
賜
り
、
ご
協

力
下
さ
れ
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
紙
上
を
も
っ
て
厚
く
お
礼

申
上
げ
ま
す
。

山
内
正
豊
氏
表
彰

　
　
　
公
民
舘
大
会
開
か
る

十
月
十
五
日
畏
岡
市
公
民
舘
で
県
の

公
民
舘
大
会
が
開
か
れ
る
。
席
上
多

年
公
民
舘
運
動
に
貢
献
し
た
功
労
者

の
表
彰
が
行
な
わ
れ
る
が
、
当
市
で

は
前
公
蜀
舘
、
長
山
内
正
豊
氏
が
晴
れ

の
表
彰
を
う
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

編
集
後
記

◎
稲
も
お
＼
む
ね
苅
入
れ
ら
れ
、

広
広
と
土
が
あ
ら
わ
れ
た
。
柿
の
赤

さ
が
一
し
お
食
慾
を
そ
＼
る
。
こ
の

季
節
は
空
気
が
澄
ん
で
乾
燥
し
ま

、
す
。
お
互
に
火
の
元
に
注
意
い
た
し

ま
し
ょ
う
。

◎
目
下
キ
ノ
コ
狩
の
シ
ー
ズ
ン
、

一キノ
コ
は
沢
山
の
種
類
が
あ
り
ま
す

名
も
知
れ
ぬ
キ
ノ
コ
に
は
注
意
し
て

・
食
膳
を
楽
し
い
も
の
に
し
ま
し
ょ
う
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